
令和 7 年度 新潟市農業活性化研究センター試験成績書 
研究課題 管内花き生産における高温対策 トルコギキョウ BS 資材活用実証 

背景・ねらい 

 近年は夏期の高温、少降雨が顕在化しており、花き生産においても奇形の

発生などが大きな問題となり対策が喫緊の課題である。 
 北区などを中心に栽培が盛んなトルコギキョウにおいても、夏期の高温が

原因と考えられる奇形発生が、特に抑制作型で顕著である。これらの対策に効

果が期待できる資材を検証する。 
担当者名 大矢 澪、宮島 利功、高橋 良太、山口 次郎、渡邉 一彦 
研究期間 2024～（2 年目） 

1 目 的 
高温対策に効果があるとされるバイオスティミュラント（BS）資材は、作用機序がそれぞ

れ異なり、適切な利用のためには知見の蓄積が必要である。本試験においては、トルコギキョ

ウの抑制作型において効果がある資材を明らかにする。  
 
2 方 法 
  （1）試験場所 農業活性化研究センター内鉄骨ハウス 4 
 （2）供試品種（6 品種） 

ジュリアススノー（中晩生） ＜カネコ種苗㈱＞ 
セレブクリスタル（中生） ＜住化農業資材㈱＞ 
セレブリッチホワイト（中生） ＜住化農業資材㈱＞ 
エレスライトピンク（中晩生） ＜カネコ種苗㈱＞ 
プリマラベンダー（早生） ＜タキイ種苗㈱＞ 
ベール 3 型ラベンダー（中晩生）＜タキイ種苗㈱＞ 

 （3）試験区の構成・規模 
 
    

※対照区：BS 資材無施用 
1 区 36 株、3 反復 

 （4）耕種概要 
   ア 定植：8 月 12 日（プラグ苗を購入して使用） 
   イ 栽植様式：うね幅 90 cm、条間 12 cm、株間 12 cm、6 条植え 
   ウ 資材：各資材を下記のとおり施用 

(資材施用量はメーカー指定通りとし、希釈倍率は潅注条件を合わせるため一部変更) 
試験区 使用方法 
海藻抽出物区 定植 2 週間後を初回とし、2 週間おきに計 3 回施用 

1・2 回目は 6,000 倍希釈し 1 うね当たり 30 L 潅注、3 回目は 1,000
倍希釈し 1 うねあたり 4.8 L 葉面散布 

菌根菌＋アミノ酸区 定植時に菌根菌資材、発根促進資材を混合し 1,000 倍希釈して 1 L
潅注 
アミノ酸資材は定植時を初回とし、2 週間おきに計 3 回施用、

20,000 倍希釈し 1 うね当たり 50 L 潅注 
高活性腐植区 定植時を初回とし、2 週間おきに計 3 回施用、いずれも 1,000 倍希

釈、1 うね当たり 50 L 潅注 
対照区 各資材施用時に、1 うね当たり 50 L 潅水 

   エ 施肥：基肥（kg / 10 a）N-P2O5-K2O=15-15-15 相当を施用、追肥：なし 
 （5）調査項目 
   ア 品質等（全株）：採花率、障害発生株率 
   イ 形質等（1 区 6 株調査）：到花日数、切花長、茎径、葉数、側枝数、切花重、花弁長、 

有効花蕾数、着蕾数 
 
3 結果の概要（表 1） 
（1） 到花日数は試験区間での差はほとんど見られなかった。 

要  因 水準数 水   準 
資 材 3 海藻抽出物資材、菌根菌＋アミノ酸資材、高活性腐植資材 



（2） 採花率は、‘セレブクリスタル’の海藻抽出物資材区で低下した。 
（3） チップバーンやロゼットの障害発生株率について、すべての品種において対照区と資材

区間に有意な差は見られなかった。 
（4） 切花長は処理区間に有意な差が見られた（図 1）。また、‘プリマラベンダー’の高活性

腐食資材区で対照区に比べ 3.2 cm 増加した。 
（5） 節数は、‘セレブリッチホワイト’の菌根菌＋アミノ酸資材で対照区に比べわずかに

（0.4 個）増加した。 
（6） 側枝数は、‘ジュリアススノー’の海藻抽出物資材区、高活性腐食資材区で対照区に比べ

減少した。 
（7） 花弁長は、‘セレブクリスタル’の海藻抽出物資材区で対照区に比べわずかに（0.4 cm）

増加した。 
（8） 有効花蕾数は、‘セレブクリスタル’の菌根菌+アミノ酸資材区で対照区に比べ減少し

た。 
（9） 着蕾数は、‘セレブクリスタル’の菌根菌+アミノ酸資材区で対照区に比べ減少した。 
（10） その他切花形質については、対照区・資材区間に有意な差は見られなかった。 

 
4 考察とまとめ 
  昨年度に引き続き、高温対策に効果があるとされる BS 資材の効果検証を行った。 

令和 6 年度試験では、‘プリマラベンダー’の高活性腐食資材区で有効花蕾数が増加したほ

か、‘エレスライトピンク’の菌根菌+アミノ酸資材区で障害発生株率が軽減し採花率が上昇し

た。その切下株を据え置いて二度切り栽培（令和 7 年 6～7 月収穫）した結果、達観ではある

が、欠株率や切花品質に一定の傾向は見られなかった。 
令和 7 年度試験は、‘プリマラベンダー’の高活性腐食資材区で切花長が対照区より増加した

ほか、‘セレブクリスタル’の海藻抽出物資材区で花弁長が対照区より増加し、‘セレブリッチ

ホワイト’の菌根菌+アミノ酸資材区で節数が増加したが、令和 7 年度も効果は限定的となっ

た。 
  当センターの 2 か年の試験においては、一定の傾向は見られなかった。 
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図 1 BS 資材処理が切花長（cm）に及ぼす影響 
 注）グラフのエラーバーは標準誤差（n=18）を示す    
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